
言
が
あ
り
ま
し
た
。
本
行
動

は
野
党
共
闘
の
中
で
、
今
ま

で
に
な
い
大
き
な
前
進
が
得

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

３
ヵ
年
署
名
は
今
後
も
内

容
を
刷
新
し
取
り
組
ま
れ
る

予
定
で
す
。
住
民
・
行
政
に

も
実
態
を
伝
え
、
安
心
・
安

全
の
医
療
・
介
護
を
実
現
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。
そ

の
後
、
議
員
要
請
へ
と
繰
り

出
し
ま
し
た
。

　

行
動
後
の
集
会
で
は
青

森
・
愛
知
・
大
分
か
ら
民
進

党
議
員
か
ら
新
た
に
署
名
紹

介
議
員
を
得
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
、「
医
療
現
場
を
知
ろ

う
と
す
る
姿
勢
が
民
進
党
議

員
に
見
ら
れ
、
野
党
共
闘
の

広
が
り
を
感
じ
た
」
と
の
発

備
え
る
た
め
に
も
医
療
分
野

の
大
幅
増
員
を
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
会
に
は
日
本
共
産
党
・

民
進
党
か
ら
多
く
の
議
員
が

駆
け
つ
け
、
激
励
と
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
前
で
の
ア
ピ
ー
ル
行
動

で
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
医

療
に
携
わ
る
仲
間
た
ち
が
白

衣
で
列
を
な
し
、
元
気
な
声

　

午
前
の
集
会
で
は
、
熊
本

医
労
連
か
ら
熊
本
・
大
分
地

震
の
現
状
と
被
災
地
支
援
に

対
す
る
お
礼
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
田
中
直
光
県
医
労
連
委

員
長
は
「
熊
本
地
震
の
発
生

時
、
準
夜
と
深
夜
の
交
代
時

間
で
幸
い
人
出
が
あ
っ
た
が
、

２
交
代
で
は
ど
う
な
っ
て
い

た
の
か
。
災
害
は
い
つ
・
ど

こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
、

　

日
本
国
憲
法
の
施
行
か
ら

69
年
と
な
っ
た
憲
法
記
念
日

の
５
月
３
日
、
東
京
都
有
明

防
災
公
園
に
て
、「
明
日
を

決
め
る
の
は
私
た
ち　

平
和

と
い
の
ち
と
人
権
を
！
５
・

３
憲
法
集
会
」（
主
催
：
同
実

行
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
高
田
健
氏

は
「
昨
年
９
月
19
日
に
安
保

関
連
法
が
成
立
し
た
。
戦
争

を
す
る
国
、
戦
争
を
で
き
る

国
に
し
て
は
い
け
な
い
。
戦

後
70
年
の
平
和
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
開
会

あ
い
さ
つ
。

　

第
17
代
高
校
生
平
和
大
使

の
森
谷
結
真
さ
ん
は
「
核
を

な
く
す
た
め
に
、
１
３
０
万

筆
署
名
を
国
連
に
届
け
た
。

平
和
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が

重
要
。
こ
の
夏
18
歳
か
ら
の

選
挙
が
始
ま
る
。
憲
法
９
条

を
守
る
た
め
に
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
重
要
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

従
軍
記
者
も
や
っ
た
御
年

１
０
１
歳
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
む
の
た
け
じ
氏
は
、「
憲

法
９
条
は
70
年
間
、国
民
の

誰
も
戦
死
せ
ず
、
他
国
民
の

誰
も
戦
死
さ
せ
な
か
っ
た
。

道
は
間
違
っ
て
い
な
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
、「
野
党
共
闘
」

の
進
展
を
踏
ま
え
て
民
進
党
、

日
本
共
産
党
、
社
民
党
、
生

活
の
党
の
４
党
首
が
そ
ろ
い

踏
み
し
て
、
政
治
の
転
換
を

訴
え
ま
し
た
。

　

他
に
も
国
民
各
層
の
多
く

の
方
々
か
ら
リ
レ
ー
ト
ー
ク

が
あ
り
、「
憲
法
を
、
人
権

を
守
ろ
う
」
と
い
う
熱
い
気

持
ち
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
昨
年
の
参
加

者
（
約
３
万
７
千
人
）
を
大

き
く
上
回
り
、
約
５
万
人

（
主
催
者
発
表
）
が
集
ま
り

ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
２
つ

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
パ
レ

ー
ド
を
行
い
、
沿
道
か
ら
は

子
ど
も
達
の
応
援
や
、
一
緒

に
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
全
国
各
地
で
も

同
様
の
憲
法
集
会
が
開
か
れ
、

か
つ
て
な
い
参
加
者
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

憲
法
守
れ
、戦
争
法
廃
止
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
掲
げ
て
ア
ピ
ー
ル

若い弁護士さんらもパレードの先頭で訴える暑い日差しの中、国会へ向かって声をあげる

増
員
求
め
る
声
は
大
き
な
広
が
り

　
５
月
19
日
、
通
常
国
会
終
盤
に
「
５
・
19
国
会
議
員
要
請
・
署
名
提
出
行
動
」
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
医
労
連
が
３
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署
名
」
は
合

計
１
２
０
万
筆
に
の
ぼ
り
、
紹
介
議
員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
全
厚
労
で
は
、
全
県

で
署
名
が
取
り
組
ま
れ
、
総
計
で
約
11
万
筆
と
な
り
ま
し
た
。

平和といのちと
人権を守ろう！
平和といのちと
人権を守ろう！
平和といのちと

医
師・看
護
師・介
護
職
増
や
せ
！

人権を守ろう！
５・３憲法集会に５万人

【1面】5・3憲法集会、5・19署名提出行動
【2面】選挙へ行こう！改憲問題を考える
【3面】国民平和大行進始まる

長野・第70回  佐久病院祭
http://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
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害
を
な
く
す
」
た
め
に
署

名
や
ア
ピ
ー
ル
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
コ
ー

ス
の
詳
細
は「
平
和
行
進
」

で
検
索
を
！

　

約
７
０
０
人
が
参
加
し

た
出
発
集
会
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
行
事
の
後
、
シ

ー
ル
ズ
や
第
五
福
竜
丸
平

和
協
会
、
日
本
被
団
協
、

日
本
山
妙
法
寺
な
ど
の
代

表
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。

集
会
後
は
、
港
区
の
東
京

タ
ワ
ー
の
ふ
も
と
「
平
和

の
灯
」
前
広
場
ま
で
、
約

13
キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
初
め
て
被
爆

者
自
身
が
呼
び
か
け
る

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵

器
廃
絶
国
際
署
名
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
国
際

署
名
は
２
０
２
０
年
の
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ
向
け

て
、
全
世
界
で
数
億
人
を

目
標
に
取
り
組
ま
れ
、
国

連
総
会
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

　
「
核
兵
器
の
な
い
、核
被

山
歌
和

　
５
月
21
日（
土
）〜
22
日（
日
）、  
Ｊ

Ａ
長
野
厚
生
連
・
佐
久
総
合
病
院
で
第

70
回
病
院
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
70

年
目
を
迎
え
る
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
体
験
し
て
つ
な
が
る
〜
地
域
へ
、

未
来
へ
〜
」。
病
院
内
外
に
設
け
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
病

院
職
員
と
地
域
住
民
が
交
流
し
て
い
ま

し
た
。

　
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
と
、

積
極
的
に
参
加
者
と
交
流
し
て
い
る
職

員
の
様
子
は
、
70
年
続
く
病
院
祭
が
、

地
域
か
ら
愛
さ
れ
続
け
、
地
域
医
療
を

支
え
て
き
た
佐
久
総
合
病
院
を
象
徴
し

て
る
よ
う
で
し
た
。

　
正
面
玄
関
前
の
「
お
祭
り
わ
い
わ
い

広
場
」
で
は
、〝
地
域
の
皆
さ
ん
と
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
〞
を
テ
ー
マ
に
、

青
の
は
っ
ぴ
を
着
た
青
年
部
の
元
気
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
司
会
進
行
で
、
楽
器
演

奏
や
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
露
店
も
軒
を
連
ね
て

い
ま
し
た
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、看
護
師
志
望
・

医
者
志
望
の
学
生
や
、
地
域
の
小
・
中

学
生
が
傷
口
の
縫
合
や
採
血
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
模
擬
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

病
院
職
員
に
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
る

病
院
祭
な
ら
で
は
の
企
画
に
、
参
加
者

は
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
、「
い
こ
い

の
広
場
」で
は
、人
形
劇
や
舞
踊
、ダ
ン
ス
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
職
員
、
患
者
、
地
域

住
民
な
ど
す
べ
て
の
人
が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
歓
声
や
拍
手
、
笑
い
声
に

つ
つ
ま
れ
た
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　国民は今すぐの改憲を求めていません。多くの国民が持つ何よりの願いは、被
災地の復興や医療・社会保障・年金の充実など「生存権（憲法25条）」を保障する
ことです。被災者や貧困・格差に置かれている人々は、とりわけ基本的人権が侵
されています。日本の憲法は世界のどの憲法と比べても最先端です。アメリカの
法学者が調べた世界の憲法では、世界の主流になっている人権上位19項目までを
全て網羅しています（表参照）。日本に必要なのは、憲法に謳われた人権を、実際
の政治や生活で実践させていくことではないでしょうか。

●自民党改憲草案Q&A http://www.jimin.jp/policy/pamphlet/pdf/kenpou_qa.pdf
●マガジン9条 http://www.magazine9.jp
●九条の会 http://www.9-jo.jp
●自由法曹団 憲法学習会講師を派遣（各地の支部又は03-3814-3971へ） 米ワシントン大学・デービット・ロー教授他の調査（12年5月3日、朝日新聞より）

第二次世界大戦後、成文化された188カ国の憲法を年代別に調査。06年のランキング順位。

順位 権利の種類 日本 米国 1946年 1976年 2006年世界でも最も「先進的な日本国憲法」
＝憲法を活かすことが必要  1 信教の自由 ○ ○ 81% 88% 97%

 2 報道・表現の自由 ○ ○ 87 86 97
 3 平等の保障 ○ ○ 71 88 97
 4 私有財産権 ○ ○ 81 83 97
 5 プライバシー権 ○ ○ 83 81 95
 6 不当逮捕・拘束の禁止 ○ ○ 76 79 94
 7 集会の権利 ○ ○ 73 75 94
 8 団結権 ○ × 72 77 93
 9 女性の権利 ○ × 35 70 91
 10 移動の自由 ○ × 50 58 88
 11 裁判を受ける権利 ○ ○ 68 62 86
 12 拷問の禁止 ○ ○ 37 45 84
 13 投票権 ○ ○ 63 69 84
 14 労働権 ○ × 55 67 82
 15 教育の権利 ○ × 65 65 82
 16 違憲立法審査権 ○ × 25 51 82
 17 遡及処罰の禁止 ○ ○ 41 60 80
 18 身体的権利 ○ × 44 57 79
 19 生活権 ○ ○ 33 41 78
 20 推定無罪 × × 8 37 74
      
 60 武装する権利 × ○ 10 4 2

 …

【参考資料・連絡先】さらに学ぶ人のために

い
こ
い
の
広
場
に
て

佐
久
病
院
コ
ー
ラ
ス
部
の
ス
テ
ー
ジ

現憲法

第102条　全て国民は、この憲法を尊重しなければならない。
　2項　国会議員、国務大臣、裁判官その他の公務員は、この憲法を擁護する義務を負ふ。

～自民党憲法草案の中身
●「国民が国家権力を縛る」から　「国家が国民を縛る」憲法へ

第99条　天皇又は摂政及び国民大臣、国会議員、
裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し、擁護する義務を負ふ。
　国家権力は時として「暴走」することがある、というのが過去の戦争や悲惨な歴史を通じて世界が学んだ教訓でした。その反省の上に立ち、一人ひとりの人間の尊厳が何
よりも尊重され、国家や支配層に対して、国民の側から制約を課す。これが憲法の目的です。このように国民が国家を縛っているのが、近代立憲主義と言われるものです。

世界の憲法にうたわれている権利ランキング

　安倍首相は、この夏の参議院選挙で、「憲法改正」を公約に、参議院の３分の２の議席を取
ろうとやっきになっています。憲法改正は本来国民が「変えなければならない」と世論が起こ
った時に国会が発議するもの。もっと大事なことがあるはずなのに、なぜ「改憲」を優先しよ
うとしているのか？　安倍政権が目指す「日本国憲法」像を自民党改憲草案から考えてみます。

なぜいま
「改憲」なのか？

現憲法 改正案

第9条2項　前項の規定は、自衛権の発動を妨げるものではない。

●戦争可能な国への布石
第9条2項　前項の目的を達するため、陸海空軍

その他の戦力はこれを保持しない。国の交戦権はこれを認めない。

　安倍政権の目論みは、「集団的自衛権」＝アメリカと一緒になって戦争ができるようにすることです。安保法制は成立しましたが、さらに自衛隊を「国防軍」として位
置づけ、交戦権を認めて、堂 と々集団的自衛権を行使できるように明文改憲しようというものです。しかしアメリカはテロ防衛を口実に他国を先制攻撃するような国です。
アメリカに物も言えない日本が、大儀なき戦争に巻き込まれかねません。

第66条　内閣総理大臣及び全ての国務大臣は、現役の軍人であって
はならない

●軍事政権への道へ？？
第65条　内閣総理大臣その他の国務大臣は、文

民でなければならない
　これでは「退役軍人であれば大臣になれるということ」です。戦前の軍国主義を思い起こさずにはいれません。

第21条2項　前項の規定にかかわらず、公益および公の秩序を害すること
を目的とした活動を行い、並びにそれを目的として結社することは、認められない。

●デモや集会、政府批判が出来なくなる？　表現の自由に制約
第21条　集会、結社及び言論、出版その

他一切の表現の自由は、これを保障する。
　何が「公益及び公の秩序を害する」のか、判断基準が明確でなく、意図的な運用が可能です。脱原発デモや反TPP集会、政府を批判する報道や出版、ネット上の書
き込みなど、表現の自由が弾圧される恐れがあります。

　日本国憲法前文は、第二次世界大戦による惨禍の反省から生まれた「歴史的意義」を記載し、憲法３原則である「主権在民（国民主権）」「基本的人権の尊重」「戦争放棄（平和主
義）」をうたっています。これらの文言を「全面改定」して、「歴史的な意義」をばっさり削っているのが自民党草案です。これではなぜこの３原則が生まれたのか、全く分かりません。

全文削除

●「基本的人権」の本質をなくす！？

●憲法前文を　全面改定！　平和主義を捨て去る？？

第97条　この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であつて、これら
の権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである。
　自民党草案では、「天賦人権説（自然権）」を否定。国民や労働者が長いたたかいの中で勝ち取ってきた「基本的人権」が、生まれながらにして備わる権利として確立し
てきた人類の発展を無視するものです。

改正案

こんなに危険！

現憲法 改正案

現憲法 改正案

現憲法 改正案

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
２
０
１
６
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
、
今
年
も
５
月
６
日
、
東
京
・

夢
の
島
の
「
第
五
福
竜
丸
展
示
館
前
」
の
広
場
か
ら
、
８
月
の
広
島
・
長
崎
に
向

け
て
始
ま
り
ま
し
た
。
平
和
行
進
は
全
国
各
地
を
網
の
目
の
よ
う
に
歩
き
ま
す
。

地
元
の
コ
ー
ス
に
一
歩
で
も
二
歩
で
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

沿道の応援に手を振って応える平和行進団

全
厚
労
特
製
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て

国
民
平
和
大
行
進

GO VOTEGO VOTEGO VOTE

わいわい広場でのもちつき大会

〜
地
域
と
と
も
に
70
年
〜

一
歩
で
も
二
歩
で
も

一
歩
で
も
二
歩
で
も

（選挙へ行こう！）
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住
民
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笑
顔
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ふ
れ
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住
民
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笑
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ふ
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害
を
な
く
す
」
た
め
に
署

名
や
ア
ピ
ー
ル
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
コ
ー

ス
の
詳
細
は「
平
和
行
進
」

で
検
索
を
！

　

約
７
０
０
人
が
参
加
し

た
出
発
集
会
で
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
行
事
の
後
、
シ

ー
ル
ズ
や
第
五
福
竜
丸
平

和
協
会
、
日
本
被
団
協
、

日
本
山
妙
法
寺
な
ど
の
代

表
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。

集
会
後
は
、
港
区
の
東
京

タ
ワ
ー
の
ふ
も
と
「
平
和

の
灯
」
前
広
場
ま
で
、
約

13
キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
初
め
て
被
爆

者
自
身
が
呼
び
か
け
る

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵

器
廃
絶
国
際
署
名
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
国
際

署
名
は
２
０
２
０
年
の
Ｎ

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ
向
け

て
、
全
世
界
で
数
億
人
を

目
標
に
取
り
組
ま
れ
、
国

連
総
会
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

　
「
核
兵
器
の
な
い
、核
被

山
歌
和

　
５
月
21
日（
土
）〜
22
日（
日
）、  

Ｊ

Ａ
長
野
厚
生
連
・
佐
久
総
合
病
院
で
第

70
回
病
院
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
70

年
目
を
迎
え
る
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
体
験
し
て
つ
な
が
る
〜
地
域
へ
、

未
来
へ
〜
」。
病
院
内
外
に
設
け
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
病

院
職
員
と
地
域
住
民
が
交
流
し
て
い
ま

し
た
。

　
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
と
、

積
極
的
に
参
加
者
と
交
流
し
て
い
る
職

員
の
様
子
は
、
70
年
続
く
病
院
祭
が
、

地
域
か
ら
愛
さ
れ
続
け
、
地
域
医
療
を

支
え
て
き
た
佐
久
総
合
病
院
を
象
徴
し

て
る
よ
う
で
し
た
。

　
正
面
玄
関
前
の
「
お
祭
り
わ
い
わ
い

広
場
」
で
は
、〝
地
域
の
皆
さ
ん
と
健

康
な
ま
ち
づ
く
り
を
〞
を
テ
ー
マ
に
、

青
の
は
っ
ぴ
を
着
た
青
年
部
の
元
気
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
司
会
進
行
で
、
楽
器
演

奏
や
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
露
店
も
軒
を
連
ね
て

い
ま
し
た
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、看
護
師
志
望
・

医
者
志
望
の
学
生
や
、
地
域
の
小
・
中

学
生
が
傷
口
の
縫
合
や
採
血
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
模
擬
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

病
院
職
員
に
直
接
指
導
を
受
け
ら
れ
る

病
院
祭
な
ら
で
は
の
企
画
に
、
参
加
者

は
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
、「
い
こ
い

の
広
場
」で
は
、人
形
劇
や
舞
踊
、ダ
ン
ス
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
職
員
、
患
者
、
地
域

住
民
な
ど
す
べ
て
の
人
が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
歓
声
や
拍
手
、
笑
い
声
に

つ
つ
ま
れ
た
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　国民は今すぐの改憲を求めていません。多くの国民が持つ何よりの願いは、被
災地の復興や医療・社会保障・年金の充実など「生存権（憲法25条）」を保障する
ことです。被災者や貧困・格差に置かれている人々は、とりわけ基本的人権が侵
されています。日本の憲法は世界のどの憲法と比べても最先端です。アメリカの
法学者が調べた世界の憲法では、世界の主流になっている人権上位19項目までを
全て網羅しています（表参照）。日本に必要なのは、憲法に謳われた人権を、実際
の政治や生活で実践させていくことではないでしょうか。

●自民党改憲草案Q&A http://www.jimin.jp/policy/pamphlet/pdf/kenpou_qa.pdf
●マガジン9条 http://www.magazine9.jp
●九条の会 http://www.9-jo.jp
●自由法曹団 憲法学習会講師を派遣（各地の支部又は03-3814-3971へ） 米ワシントン大学・デービット・ロー教授他の調査（12年5月3日、朝日新聞より）

第二次世界大戦後、成文化された188カ国の憲法を年代別に調査。06年のランキング順位。

順位 権利の種類 日本 米国 1946年 1976年 2006年世界でも最も「先進的な日本国憲法」
＝憲法を活かすことが必要  1 信教の自由 ○ ○ 81% 88% 97%

 2 報道・表現の自由 ○ ○ 87 86 97
 3 平等の保障 ○ ○ 71 88 97
 4 私有財産権 ○ ○ 81 83 97
 5 プライバシー権 ○ ○ 83 81 95
 6 不当逮捕・拘束の禁止 ○ ○ 76 79 94
 7 集会の権利 ○ ○ 73 75 94
 8 団結権 ○ × 72 77 93
 9 女性の権利 ○ × 35 70 91
 10 移動の自由 ○ × 50 58 88
 11 裁判を受ける権利 ○ ○ 68 62 86
 12 拷問の禁止 ○ ○ 37 45 84
 13 投票権 ○ ○ 63 69 84
 14 労働権 ○ × 55 67 82
 15 教育の権利 ○ × 65 65 82
 16 違憲立法審査権 ○ × 25 51 82
 17 遡及処罰の禁止 ○ ○ 41 60 80
 18 身体的権利 ○ × 44 57 79
 19 生活権 ○ ○ 33 41 78
 20 推定無罪 × × 8 37 74
      
 60 武装する権利 × ○ 10 4 2

 …

【参考資料・連絡先】さらに学ぶ人のために

い
こ
い
の
広
場
に
て

佐
久
病
院
コ
ー
ラ
ス
部
の
ス
テ
ー
ジ

現憲法

第102条　全て国民は、この憲法を尊重しなければならない。
　2項　国会議員、国務大臣、裁判官その他の公務員は、この憲法を擁護する義務を負ふ。

～自民党憲法草案の中身
●「国民が国家権力を縛る」から　「国家が国民を縛る」憲法へ

第99条　天皇又は摂政及び国民大臣、国会議員、
裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し、擁護する義務を負ふ。
　国家権力は時として「暴走」することがある、というのが過去の戦争や悲惨な歴史を通じて世界が学んだ教訓でした。その反省の上に立ち、一人ひとりの人間の尊厳が何
よりも尊重され、国家や支配層に対して、国民の側から制約を課す。これが憲法の目的です。このように国民が国家を縛っているのが、近代立憲主義と言われるものです。

世界の憲法にうたわれている権利ランキング

　安倍首相は、この夏の参議院選挙で、「憲法改正」を公約に、参議院の３分の２の議席を取
ろうとやっきになっています。憲法改正は本来国民が「変えなければならない」と世論が起こ
った時に国会が発議するもの。もっと大事なことがあるはずなのに、なぜ「改憲」を優先しよ
うとしているのか？　安倍政権が目指す「日本国憲法」像を自民党改憲草案から考えてみます。

なぜいま
「改憲」なのか？

現憲法 改正案

第9条2項　前項の規定は、自衛権の発動を妨げるものではない。

●戦争可能な国への布石
第9条2項　前項の目的を達するため、陸海空軍

その他の戦力はこれを保持しない。国の交戦権はこれを認めない。

　安倍政権の目論みは、「集団的自衛権」＝アメリカと一緒になって戦争ができるようにすることです。安保法制は成立しましたが、さらに自衛隊を「国防軍」として位
置づけ、交戦権を認めて、堂 と々集団的自衛権を行使できるように明文改憲しようというものです。しかしアメリカはテロ防衛を口実に他国を先制攻撃するような国です。
アメリカに物も言えない日本が、大儀なき戦争に巻き込まれかねません。

第66条　内閣総理大臣及び全ての国務大臣は、現役の軍人であって
はならない

●軍事政権への道へ？？
第65条　内閣総理大臣その他の国務大臣は、文

民でなければならない
　これでは「退役軍人であれば大臣になれるということ」です。戦前の軍国主義を思い起こさずにはいれません。

第21条2項　前項の規定にかかわらず、公益および公の秩序を害すること
を目的とした活動を行い、並びにそれを目的として結社することは、認められない。

●デモや集会、政府批判が出来なくなる？　表現の自由に制約
第21条　集会、結社及び言論、出版その

他一切の表現の自由は、これを保障する。
　何が「公益及び公の秩序を害する」のか、判断基準が明確でなく、意図的な運用が可能です。脱原発デモや反TPP集会、政府を批判する報道や出版、ネット上の書
き込みなど、表現の自由が弾圧される恐れがあります。

　日本国憲法前文は、第二次世界大戦による惨禍の反省から生まれた「歴史的意義」を記載し、憲法３原則である「主権在民（国民主権）」「基本的人権の尊重」「戦争放棄（平和主
義）」をうたっています。これらの文言を「全面改定」して、「歴史的な意義」をばっさり削っているのが自民党草案です。これではなぜこの３原則が生まれたのか、全く分かりません。

全文削除

●「基本的人権」の本質をなくす！？

●憲法前文を　全面改定！　平和主義を捨て去る？？

第97条　この憲法が日本国民に保障する基本的人権は、人類の多年にわたる自由獲得の努力の成果であつて、これら
の権利は、過去幾多の試錬に堪へ、現在及び将来の国民に対し、侵すことのできない永久の権利として信託されたものである。
　自民党草案では、「天賦人権説（自然権）」を否定。国民や労働者が長いたたかいの中で勝ち取ってきた「基本的人権」が、生まれながらにして備わる権利として確立し
てきた人類の発展を無視するものです。

改正案

こんなに危険！

現憲法 改正案

現憲法 改正案

現憲法 改正案
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６
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
３
月
号
の
答
え
：
シ
ン
キ
ロ
ウ
）

締め切り：２０１６年6月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第109回は秋田と広島にお願い
しました。

頑張る仲間

　広厚労執行委員の浜村理恵さんを紹介しま
す。広厚労吉田支部では、書記次長をして２
年目です。吉田支部執行委員になってからも
日は浅く、組合とはどんな組織なのか、どん
な事をしているのかが、少しずつ解ってきは
じめたくらいの彼女なので、全厚労の会議や
広厚労中執会議で見聞を広めている最中です。
　組合の役員はまだ新米ですが、看護師の仕
事では実力を発揮し、リーダーシップ的存在で、
後輩からは先見の明があると思われています。
　彼女を見かけたら、声をお掛け下さい。でも、
人見知りするとの事ですので、ご注意ください。

　秋厚労からは、小林健太郎さんを
紹介します。小林さんは、青年部の
役員として、球技大会、新入組合員
学習と交流のつどい、アクト、ウィ
ンターフェスタなどに参加し、若い
人達のまとめ役を務めてきました。
　今は、中央委員として、青年層の
まとめ役、相談役として頑張ってく
れています。

　昨年、お子さんが生まれ、子育てに忙しい毎日をおくっている、
イケメン、育メンパパでもあります。
　何事にも積極的に取り組み、青年層の気持ちもわかり、子育て世
代の気持ちもわかる、小林健太郎さんのこれからの活躍に期待して
います。

秋田　小林健太郎さん

広島　浜村理恵さん

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
食
の
安
全
へ
の
影
響
や
、

医
療
、
厚
生
連
へ
の
影
響
に
つ
い
て
身

近
な
こ
と
と
し
て
危
機
を
感
じ
ま
す
。

国
民
の
生
活
を
第
一
に
考
え
る
べ
き
国

会
が
頼
り
に
な
ら
な
い
こ
と
に
恐
れ
を

感
じ
ま
す
。
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。    

（
茨
城
）

――
一
人
ひ
と
り
が
声
を
上
げ
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
そ
れ

が
大
き
な
声
と
な
り
、
大
き
な
う

ね
り
と
な
り
、
国
会
に
も
届
く
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｋ
）

　

あ
り
が
ち
で
す
が
、
女
性
は
、
妊
娠

や
出
産
を
機
に
食
へ
の
関
心
が
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。
最
近
知
っ
た
の
が
、
マ

ー
ガ
リ
ン
の
影
響
で
す
。
外
国
で
は
も

う
売
ら
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

日
本
で
は
盛
ん
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
し
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
未
来
あ
る
子
ど
も

達
に
安
全
な
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い
で

す
。
親
の
思
い
で
す
。　
　
　
（
富
山
）

――
私
も
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
授
か

っ
て
い
く
中
で
、
食
に
意
識
す
る

事
も
含
め
妊
活
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
売
ら
れ
て
い
る
食
べ
物
は
残

念
な
が
ら
絶
対
安
心
安
全
で
は
な

く
、
私
た
ち
に
も
知
ら
な
い
事
が

沢
山
埋
も
れ
て
い
て
知
ら
ず
の
う

ち
に
買
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

安
心
安
全
な
も
の
な
の
か
、
私
た

ち
国
民一人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
チ

ェッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。  （
Ｓ
Ｎ
）

　
「
が
ん
ば
る
仲
間
各
県
こ
の
人
」
の

コ
ー
ナ
ー
が
毎
回
楽
し
み
で
す
。
全
国

に
仲
間
が
居
る
心
強
さ
を
感
じ
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
記
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
富
山
）

――
仕
事
や
趣
味
、
そ
し
て
組
合
活
動

と
全
国
で
頑
張
る
仲
間
が
い
る
事

が
伝
わ
り
ま
す
よ
ね
。　
（
Ｋ
Ｔ
）

　

先
日
、
組
合
の
送
別
会
に
久
し
ぶ
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
看
護
師
以
外
の
職

場
の
方
と
話
す
良
い
機
会
で
、
他
職
種

の
方
々
は
口
々
に
「
看
護
師
さ
ん
達
は

す
ご
く
大
変
だ
、
大
変
な
状
況
を
組
合

活
動
で
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か

な
く
ち
ゃ
」
と
言
わ
れ
、
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
田
）

――
仲
間
を
感
じ
ら
れ
る
良
い
機
会
で

し
た
ね
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
て
多
く
の
仲

間
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。（
Ｋ
Ｗ
）

　

４
月
16
日
未
明
熊
本
で
震
度
７
の
地

震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
で
も
ま
だ
余

震
が
続
き
、
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
人
々
が
沢
山
い
ま
す
。
静
岡
も
南
海

ト
ラ
フ
地
震
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
今

し
て
お
く
べ
き
こ
と
を
も
う
一
度
し
っ

か
り
考
え
、
行
動
に
移
し
て
い
く
べ
き

だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
（
静
岡
）

――
一
瞬
に
し
て
日
常
を
奪
い
去
っ
て

し
ま
う
地
震
っ
て
恐
ろ
し
い
で
す

ね
。
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
も
の
に
緊
張
感
を
維
持
す

る
の
も
難
し
い
。
や
は
り
、
備
え

で
す
か
ね
。　
　
　
　
　
（
Ｙ
Ｎ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
　「聞かせて・教えて！」のコーナーが始まってから１年が過ぎ
ました。15年4月～ 16年3月までの累計投稿上位者は、
　１位　徳島　Ｉ・Ａさん　（５通）
　２位　徳島　Ｕ・Ｕさん　（２通）
　２位　長野　Ｔ・Ｋさん　（２通）
　となりました。上記３名の方には、「豪華」景品を送付させて
いただきます。16年度も引き続き累計ポイント集計を行います。
　さて今回の「聞かせて・教えて！」は、「夏までに達成したい
自分の目標は何？」です。　下記のＱＲコードを読み取って、
投稿サイトにアクセスするか、以下のメールアドレスに空メー
ルを送って下さい。

kikasete@zenkouro.org
　質問フォームに、必要事項を記入して送信して下さい。氏名・
住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は必須事項です。
投稿数に応じてポイントが貯まります。
　なお年齢・職種・連絡先などは、具体的に質問に関連して記
載をお願いした場合のみ必須となります。

● 今回の「聞かせて・教えて！」 ●

投稿締切　投稿・パズルとも６月末まで投稿締切　投稿・パズルとも６月末まで

質問１  夏の参議院選挙で、争点に考えることは？
Ａ＝憲法改正、安保法制問題
Ｂ＝医療・社会保障の充実
Ｃ＝消費税増税の延期・中止
Ｄ＝原発の再稼働・福島原発
意見・要望　
「夏までに達成したい自分の目標は何？」

（4）2016年５月20日 第435号全 厚 労 ニ ュ ー ス


